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　在宅医療が注目されるなか、患者
や家族は入院医療と比べ緊急時の対
応に不安感を抱いているといわれる。
医療法人社団平郁会では「モバイル
CTI」「動態管理システム」「電子カルテ」
の3つのICTシステムにより、緊急時
の対応強化を図った。
　モバイルCTIとして「uniConnect」
を採用。マルチキャリア対応のBYOD
で固定電話番号を活かしたままスマー
トフォンでの受発電を可能とした。折り

　新潟の銘酒「越乃寒梅」を製造する
石本酒造では、「地域に根差した酒造
り」を追求し、地元の農家等と提携し
て酒米「五百万石」の栽培をスタート。
　品質の高い米作りには気象状況の
収集が欠かせないがアメダス観測点
が圃場の近くになかった。
　 そこで、水 田センサー「Paddy 
Watch」システムを導入。水田にセン
サーを設置し、水位、温度、水温、湿
度などの情報をNTTドコモの回線を

在宅医療の緊急対応を強化するクラウドシステム

水田センサーを活用した酒米作りへの挑戦

返し電話をせずに転送で対応できる
ため患者の不安を軽減できた。通話内
容は録音されトラブル防止策ともなる。
　また、往診ができる医者を車両位置
で把握する動態管理システムによって、
近隣で対応できる医者が速やかに患
者宅に向かえるようになった。

経由し定期的にクラウドへ送信。その
情報をタブレットやスマートフォンなど
から、同社も農家もいつでもどこでも
確認できるようになった。
　圃場管理の省力化が図れたほか、
見回り業務の効率化、ガソリン代の削
減などの効果が得られた。

　同時に電子カルテのクラウド化を行
い、医師は患者のカルテ情報をいつで
もセキュアに活用できる。
　以上により、速やかに患者宅に向
かって適切な医療を提供できる体制
が構築でき、要請から往診実施まで
の時間を平均30分ほど短縮できた。

　特に、刈取りの指標となる積算温
度を正確に出すことができたのは大
きな効果である。2016年度の収穫期
は台風到来で刈取り時期に悩んだが、
水田センサーのデータから適期を判
断。台風の影響を受けずに収穫する
ことができた。
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医療法人社団 平郁会

石本酒造株式会社

医療法人社団　平郁会
事業内容：�在宅医療・外来診療・健康診断・

予防接種
URL　http://www.heiikukai.com/

石本酒造株式会社
事業内容：�清酒・乙類焼酎・リキュール類等

の製造販売
URL　http://koshinokanbai.co.jp/

活用分野 迅速・セキュアな在宅医療提
供

テクノロジ モバイルCTI、位置情報、
タブレット・スマホ

活用分野 酒米を製造する水田の環境
把握

テクノロジ IoT、気象情報センサー、
クラウド
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図　在宅医療緊急コール対応クラウドシステム

モバイルCTIでエリア自動振り分け
体調不良により臨時往診依頼

モバイルCTIで会話録音
一次ヒアリング

モバイルCTIで自動転送

動態管理システム
医師へ転送

二次ヒアリング 出動依頼

出動 診療実施

出動エリア・医師確認

出動依頼 緊急往診実施在宅医師フロー 往診依頼 医療判断

患者・ご家族

コールセンター

待機医師

出動医師

CTI 電子カルテ入力 電子カルテ確認
出動先・医師の
場所確認 電子カルテ入力

図　良質の米を安定生産する水田管理システム

石本酒造の酒造りに、より適した地元の酒米
「五百万石」を生産

・3G通信
・電源
・制御基板

温度・湿度の測定

水位・水温の測定

アプリ

Paddy Watch

いつでもどこでも水田
センサーの設置地点の
温度や湿度を把握でき
るように。刈取り適期の
目安となる積算温度に
も活用
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